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日本学術会議提言
「近未来の社会福祉教育のあり方について
―ソーシャルワーク専門職資格の再編成に

向けて―」
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○事業開始：2009（平成21）年度

○認定校数：63校（2020年10月1日現在）

養成校中設置率：23.3％

○認定校の全国分布：北海道4校、東北3校、関東甲信越18校、

東海北陸10校、近畿13校、中国・四国6校、九州・沖縄9校

○修了証発行数：606名

※文部科学省「教育相談等に関する調査研究協力者会議報告書」（平成29年1月20日
付）において、「（本課程）修了者、これと同等の知識や技術を学ぶ職能団体や学
会等の講習会を修了した者がより適当である。」と記述されました。
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スクールソーシャルワーク教育課程
認定事業とは
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スクールソーシャルワーク教育課程認定事業の
しくみ

○スクールソーシャルワーク教育課程認定事業は、社会福祉士又は精神保
健福祉士養成課程にスクールソーシャルワーク（以下「SSW」）に関して
専門的に学ぶ教育課程を上乗せする場合に、その課程が基準を満たしてい
ることをソ教連が認定する事業です。

○養成校は、規定を確認して教育課程を準備し、開設する前に教育課程に
ついてソ教連に認定を申請します。ソ教連は、認定審査委員会を置き、規
定で定める本事業の目的と審査基準に照らして、教育課程の内容を審査し
ます。認定審査委員会は審査内容を理事会に報告し、理事会が教育課程を
認定します。

審査する事項

・SSW教育課程の科目構成、教育内容。特にSSW専門科目の教育内容と教育時間数
が基準を満たしているか
・SSW教育課程の運営・管理や学生相談などの教育環境の確保のため、課程責任者
として専任の教員を置いているか
・SSW教育課程の担当教員全員が要件を満たしているか
・SSW実習については、実習の目的に照らして、教育課程の年間実習計画と個別実
習先の概要、実習目標、実習内容、実習指導者、実習契約等の状況 など
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○認定された課程についても、毎年教育内容の確認をしており、変更が生
じた場合には規定に基づいて必要な審査等が行われ、基準を満たしている
ことを確認しています。年度内に変更が発生するときは随時審査を行いま
す。

○認定された教育課程のすべての教育内容を修了し、社会福祉士・精神保
健福祉士として登録された人へは、養成校の申請によりソ教連からSSW教
育課程の修了証を発出しています。

※事業の詳細はHPをご覧ください。http://jaswe.jp/ssw.html
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スクールソーシャルワーク教育課程認定事業の
しくみ

2020年10月20日ヒアリング 追加説明資料 添付資料 2 スクールソーシャルワーク教育課程認定事業の概要



スクールソーシャルワーク教育課程認定事業

SSW論

30時間

SSW実習

80時間

選択履修
科目

「精神保健の課
題と支援」又は
「児童や家庭に
対する支援と児
童・家庭福祉制
度」

いずれか1科
目

スクールソーシャルワーク教育課程認定事業の
カリキュラム構成

SSW実習
指導
15時間

SSW演習

15時間

基盤（ベース）となるソーシャルワークの学び

社会福祉士・精神保健福祉士課程 1200h

スクールソーシャルワーク専門科目 教育関連
科目

小中高など
の教職課程
科目から
2科目以上

14

ソ教連の審
査･認定：
課程の構成、
教育内容、
教員、実習
施設など

2020年10月20日ヒアリング 追加説明資料 添付資料 2 スクールソーシャルワーク教育課程認定事業の概要



15

スクールソーシャルワーク教育課程認定事業の
認定校数と修了証発行数
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○SSW教育課程の教育内容を担保するため、教育課程を
担当する教員は、所定の要件を満たす必要があります。
認定審査委員会でその要件を満たすかどうかを1人1人確
認しています。

○SSW専門科目についてはこれまでに153人の教員が要
件を満たすと認められ、SSW専門科目を担当しています。

○SSW教育課程を置く養成校が増える中、SSW専門科目
を担当できる教員の養成にも取り組んでいます。2016年
度から開始した「SSW教育課程専門科目群担当教員講習
会」は、2019年度までに200名が修了しています。
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SSW専門科目を担当する教員の確保
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スクールソーシャルワーク
教育課程専門科目群担当教
員講習会

○事業開始：2016年度

○開催回数：年1回(計4回)

○講習会の日数：4日間

○受講者数：累計200名

○事前課題＋講習会全日参
加＋事後課題により修了
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SSW専門科目を担当する教員の確保
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社会福祉に関する科目を定める省令（社会福祉士の基礎科目に関する部
分を抜粋）と社会福祉士・精神保健福祉士の共通科目

＜2021年4月1日施行分＞
社会福祉に関する科目を定める省令

第二条 法第七条第二号に規定する文部科学省令・厚生労働省令で
定め社会福祉に関する基礎科目は、次のとおりとする。

1 医学概論
2 心理学と心理的支援
3 社会学と社会システム
4 社会福祉の原理と政策
5 社会保障
6 権利擁護を支える法制度
7 地域福祉と包括的支援体制
8 高齢者福祉
9 障害者福祉
10 児童・家庭福祉
11 貧困に対する支援
12 保健医療と福祉
13 刑事司法と福祉
14 ソーシャルワークの基盤と専門職
15 ソーシャルワークの基盤と専門職（専門）
16 ソーシャルワークの理論と方法
17 ソーシャルワークの理論と方法（専門）
18 社会福祉調査の基礎
19 福祉サービスの組織と経営
20 ソーシャルワーク演習
21 ソーシャルワーク演習（専門）
22 ソーシャルワーク実習指導
23 ソーシャルワーク実習
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＜社会福祉士と精神保健福祉士の共通科目＞

1 医学概論

2 心理学と心理的支援

3 社会学と社会システム

4 社会福祉の原理と政策

5 地域福祉と包括的支援体制

6 社会保障

7 障害者福祉

8 権利擁護を支える法制度

9 社会福祉調査の基礎

10 ソーシャルワークの基盤と専門職（共通科目部分）

11 ソーシャルワークの理論と方法（共通科目部分）

12 刑事司法と福祉

13 ソーシャルワーク演習（共通科目）
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社会福祉士・精神保健福祉士
2021年度からの養成カリキュラム見直しの科目の類型

人・環境・社会と
その関係の理解

ソーシャルワー
クの基盤・理論・
方法の理解

ソーシャルワー
クの方法と実践
の理解

複合化・複雑化
した福祉課題及
び包括的な支援
を理解

【社会福祉士】 【精神保健福祉士】【科目群】
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ソーシャルワー
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の理解

複合化・複雑化
した福祉課題及
び包括的な支援
を理解
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